
                                                              

平成 29 年 2 月 3 日 No.40 

白山市立白峰小学校 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スローガン 

「すきです 白峰，学び合い，高め合い，世界に発信」 

チャレンジタイム 

２５分 プラス の共通実践 
毎週水曜日 午後１時２０分～４５分 

プラス 「放課後学習」(校長室で○まる) 
全教員，全学年で工夫した取り組みを行っています。 

いつでもご来校いただきご覧ください。 

保護者の皆様には，忌憚のないご意見をいただき，本当にありがと

うございました。これから４回に分けてご報告いたします。 

アンケート結果で，学校内，保護者の皆様，そして，地域の方々に，

教科道徳の重要性を益々周知していく必要性を感じています。学校

教育の根幹として，学校が独自の「道徳教育計画」を設定していま

す。それを補充し，深化，統合させるための「道徳の時間」。「他と

共によく生きる」ことを目指しているこの時間が，真に子ども達の

ためになるよう，確実なスタートを目指したいと思います。 
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聞いてくれて

ありがとう！ 

喜んでくれて

うれしいな！ 

お話，はじまり

はじまり！ 



白山市立白峰小学校 アンケート集約 検証 「先行実施 特別の教科 道徳から」 平成 29年 2月 3日 

《アンケート 1》 「教科 道徳に，期待していますか？」  

① 期待している  45.2％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 少し期待している  19.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

③ あまり期待していない  19.4％ 

 

 

 

④ 期待していない  3％ 

 

 

⑤ わからない  12.9％ 

 

 

 

ホームページではカラーでご覧になれます。 

いつでも何なりとお問い合わせください。 

〒920-2501  石川県白山市白峰ニ 110 番地 

TEL（076）259-2009   FAX（076）259-2188 

E‐mail  shiramine-e02@sc.city.hakusan.ishikawa.jp 

正
し
い
こ
と
、
正
し
く
な
い
こ
と
、
そ

の
こ
と
で
大
人
が
ブ
レ
て
し
ま
う
こ

と
、
後
先
で
あ
や
ふ
や
に
し
て
し
ま
う

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

・ 教科として取り上げても，「正しいと思われる答え」が出てくるだけで，本当に子どもの心に響くと思えない。 

・ 教え方による。 

・ 「教科」になると，評価される。この評価が子ども達の「心」によい影響を与えないと思う。 

・ 子ども達がよりよい生き方について考える機会が保障されるから。 

・ 子どもの心を評価することに不安を感じている。 

・ 単に，良い・悪い，好き・嫌いという，自分勝手な言動が当たり前になってきているので，道徳で正しいモラ

ル，人間性，社会性を育みながら，世の中を見てほしい。 

・ 最近の子どもを見ていると，自分のための行動はしても，「他人のため」，「みんなのため」に何かしようとする

気持ちが希薄である。道徳は大切だと思うが「教科」になってしまうのはどうなのか。 

・ これからの変化の激しい国際社会を生きていく中で，正しい倫理観や多様な道徳観から，自己を見つめ，

自分の考えや意見を言えることを期待したい。 

・ 各家庭のローカルルールだけでなく。社会の規範を自分達が作っていかなければいけないと気付くため。 

・ 優しい大人になってほしいから。 

・ 日頃の大切なことが学べるから。 

・ 子どもの心を育ててくれる。 

・ 昔は本やテレビ，遊びの中から自然に思いやりの心を学ぶことができる機会があったように思う。この頃は

アニメやゲーム，本で，おもしければよいという話が多く，非日常的すぎ，残酷すぎるものがある。自分の子

どもに話はできるが，みんなで一緒に考えることが必要だと思う。 

・ 道徳は私が小学校の時は教科としてあったと記憶していて，平成30年度からということは知らず，今の学校

でも教科だと思っていた。子どもが時間割を合わすときに，道徳の教科書は学校にあるといっていて少し不

思議に思っていたが，認識不足ですみません。 

・ 小学生の道徳はとても大事だ。素直なうちに心の中に植え付けることができればよい。白峰の子どもはいじ

めることはなさそうだがその逆は十分あり得る。 

・ 私自身が道徳の授業を受けていた時のことを思い出せば，内容をとらえ，善悪については正解を求める授

業だったように思う。また，その内容を，日常生活の中で実現しようとするつながりがなかった。これからは，

学びを生活の中で活かせる道徳を期待している。 

・ 本当は期待したいが，道徳を学んで，はたして子ども達の心に届くのか？ 

・ 教科にして評価することに抵抗がある。 

教科道徳の「あり方」自体

がこれまでと違うことを全

ての皆さんによりよく周知

する必要があります。 

ご期待に沿えるには

指導力が必要です。 

ご期待が半分以下・・・ 

厳しい数字です。 


